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はじめに
日本では精神障害者の長期入院の解消が大きな課題と
なっている．しかし，諸外国と比較して長期入院患者の
解消は進んでいない．精神科病院の脱施設化という視点
でみる限り，欧米諸国より２０年以上遅れ，ようやく緒に
ついたという段階といえる１‐３）．
厚生労働省４）は，今後の精神保健医療福祉のあり方と
して，「地域を拠点とする共生社会の実現」に向けて，
「入院医療中心から地域生活中心へ」という基本理念に
基づき，精神保健医療体系の再構築，精神医療の質の向
上，地域生活支援体制の強化，普及啓発の重点的実施の
推進を図るとしている．また，長期入院の精神障害者を
中心とした地域生活への移行・定着に向けた積極的な退
院支援を展開し，障害者自立支援法の制定や累次の診療
報酬改定等，精神保健医療福祉の各側面にわたる具体的
な施策が展開されてきている．
しかし，退院支援やその施策が展開されているにもか
かわらず退院できる患者数は多くない．その要因として，
長期入院患者の家族が患者の退院に了解することが困難
であること５‐７），また退院支援の分析結果７）では，精神
症状よりも能力障害が退院の成否に影響を及ぼしている
ことが報告されている．加えて，精神症状の軽減・消失
がみられるにもかかわらず，精神障害者を取り巻く環
境８）が退院を阻む要因（社会的不利）として指摘されて
いる．
積極的な退院支援を行ったとしても前述したような患
者や家族側の要因，退院後の継続的な支援環境が整わな
いために，患者が退院できない状況もあり，看護師は仕
事に対する無力感を感じる９）場合も多い．そればかりで
はなく，看護師の側にも患者が退院後に地域で生活を営
む能力を低下させる要因がある１０）．それでもなお，精神
障害者の退院支援に力を注いでいる看護師を臨床で散見
した．こうした状況から，看護師が退院支援に対して魅
かれるものは何かを文献検討により明らかにすることが
今後の長期入院の解決や退院支援に対して重要な意義を
示すものと考えた．
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要 旨 本研究の目的は，長期入院の精神障害者の退院支援のための精神科看護の魅力について文献検
討により明らかにすることである．日本においては長期入院の精神障害者に対する積極的な退院支援が
行われている．しかし，退院後の継続的な支援環境が整わないために，退院できない状況もあり，看護
師は仕事への無力感を感じる場合も多い．それでもなお，精神障害者の退院支援に魅力を抱いている看
護師がいる．したがって看護師らが退院支援に対して抱く魅力は何かを明らかにすることが長期入院の
解決に対して重要である．文献検討の結果，長期入院の精神障害者の退院支援の魅力として（１）患者
との相互作用のなかでの自己洞察と自らの人間的成長，（２）患者と看護師の関係発展過程から得られ
る患者の本質的な理解，（３）看護師が主体性を持って患者と関わることができるという特徴が示唆さ
れた．
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精神科看護の魅力
魅力という言葉は，「人の心をひきつける力」１１）と説明
されている．また，心理学領域１２）においては，「対人魅
力」ととらえ「人が他者に対して抱く好意や嫌悪」とし
ている．この観点から精神科看護の魅力について検討を
すすめる．
神郡１３）は，精神科看護の魅力について以下のように述
べている．
看護を行う過程で，関わり方の難しい患者の特徴を捉
えるときに，人間的なふれあいを通じ，看護とは何か，
人間とは何かを考えさせられる．そこには，人間理解や
自己洞察といった看護の原点があることに気づかされる．
また，社会の仕組みや家族のあり方を考える中で看護師
自らの人間的成長が促され，それらによって自然にカウ
セリングマインドが培われる．そのことにより，ほどよ
い満足感が与えられ，看護の達成感が得られることが精
神科看護の魅力だろうと述べている．
次に福田１４）は，精神科看護の魅力について，「創意工
夫の楽しさ」と「自分が主体となって治療に参加できる」
喜びを味わえることだと述べている．自分のちょっとし
たひらめきで創意工夫する．また看護の過程においては，
企画力と実行力があればいくらでも自分が中心となって
治療に参画できる．ちょっとした創意工夫で患者の「で
きない」が「できる」に変化し，小さな進歩が大きな喜
びにつながり，エネルギーが湧いてくる．それが精神科
看護の魅力だと述べている．さらに丸山１５）は，看護師自
身が主体性を持って患者と関わることができるというこ
とが精神科看護の魅力だと述べている．
日本精神科看護技術協会出版委員会１６）が，３０歳代の会
員１００人を対象に，看護の魅力について調査した結果で
は，「人間的成長に役立つ」と５０％が回答し，ついで「精
神障害者の回復に役立つ」，「精神医療に貢献できる」と
いう結果であった．「人間的成長に役立つ」という点に
ついては，患者を知るとともに自分自身を見直し自分を
知る，患者との関わりを通して新しい自分を発見し，い
ろいろな考え方や工夫・体験がスタッフ間で共有された
ことでの自己の成長に繋がったことが報告されていた．
これらのことから，精神科看護の魅力とは患者と看護
師の関わりの中で相互作用が生じ，「看護師自身の人間
的成長」が得られること．加えて，福田１４）や丸山１５）が述
べる「主体性を持って治療に関われる」ということが精
神科看護の魅力といえるかもしれない．
長期入院となる背景の看護観
精神障害者の長期入院の背景には，以前の収容主義の
影響がある．加えて，長期入院の精神障害者の地域移行
への支援の課題となる家族の高齢化，障害者自身の能動
性の減退，現実検討能力の障害，社会性の低下などがあ
る．
しかし，看護師のなかには，「収容」されている精神
障害者として患者をとらえる旧態依然の看護観を持つ者
がいる１０）．野中１７）は，その援助関係は看護師が良いと判
断したことを「してあげる」という父権主義（パターナ
リズム）があることを指摘した．また岡本１８）もこうした
援助関係に注目し，看護師の援助観が長期入院患者の退
院の阻害要因となることを指摘した．
石橋１０）らは，長期入院の精神障害者の社会復帰への援
助を阻害する看護師の要因として，患者の症状や問題点
に看護師の関心が固定していたり，生活を管理したりす
ることしか思い浮かばない「症状・問題中心の捉え方」，
があることを指摘している．それらには，病院環境への
生活適応をすすめるような日常生活全般を援助（custo-
dial care）する療養環境がある．
倉持９）は，慢性期病棟における看護師の抱く無力感の
要因を，患者，家族，退院後の社会に対して働きかけて
も変化や効果がなく見通しが持てない．そのため充実感
ややりがいがない，医療チームとして前向きに協力し合
えない，看護師としての限界を感じると述べている．
長期入院精神障害者の退院支援とケアリング
稲岡ら１９）は，意図的な治療的看護介入として，受け持
ち看護師が日常生活や社会生活上の援助を責任持って行
ない，患者の内的な世界を察知し「共感的に理解する」，
患者に温かい「思いやりと関心」を持つ，患者の健康的
な領域に目を向け，自立を支援するという関わりの有効
性を明らかにしている．
また松枝２０）は，日本版治療共同体に主眼を置いた超長
期入院患者の社会復帰への援助が成功する要因として，
看護師が患者，家族，住民，精神保健福祉チームとの相
互作用のなかで，「看護師が変わる」必要性を述べてい
る．業務中心の看護から患者の潜在能力に着目した援助
を行うことで，看護師は患者の変化が嬉しくなり，変化
への希望を持ち，毎日が楽しいという感情が湧き，さら
に退院への働きへの動機となる．
木 村 美智子 他４０
片岡ら２１）も長期在院患者の社会復帰に向けて援助した
看護師が実践を通して得たことに，患者の力を実感した
ことや看護者の成長を実感していたことを報告している．
看護者が成長を実感したことは，自分の看護の広がりや
仕事への充実感であった．看護の広がりとは，見えなかっ
た患者の一面や内面が見えてきたことや患者の変化を察
知できたことであり，患者の社会復帰に向けた援助をあ
きらめてはいけないということを示していた．また，仕
事への充実感は，看護実践によって患者の表情が変化し
たことで看護への自信や仕事の楽しさ，充実感を示して
いた．
松枝や片岡が示す看護の実践には，「人の心をひきつ
ける力」が態度，感情，行動として表されており，長期
入院の精神障害者の退院支援には，看護師が抱く看護の
魅力が喚起されるような要因が多く含まれていると考え
られる．さらにこのような，ケアされる人が癒され自己
実現に向かうばかりでなく，ケアする人も変化し成長す
ることを，メイヤロフ２２）は「ケアリング」と述べている．
またボイキン２３）は，ケアリングについて「他者と共に
存在することによって関係が生まれ，そして喜びの瞬間
を共に経験することができる」と述べている．
看護師は長期入院患者の退院支援の中で，ケアリング
を行う人として自己の可能性を広げている．このケアの
過程は，他者との関係を育むことを通して強化され，関
係の質はケアリングを通して変わる．これらの関係がケ
アリングを通して形作られる．長期入院の精神障害者が，
我々看護師の気持ちのこもった介入により，患者が自尊
心を取り戻し，日常生活能力を取り戻し，社会復帰でき
ること，その過程で患者とともに喜ぶなかに，長期入院
の精神障害者の退院支援という看護に魅力を感じている
と考えられる．
おわりに
以上の文献検討から，長期入院の精神障害者の退院支
援は，ケアリングとしての看護のような愛他的な行動を
行うことによって，看護師自らの精神のレベルの欲求を
充足できる仕事となっている．それは，自己実現のため
だけではなく，自分と他者，社会における自己の存在の
意味，精神的な成長という点において重要である．つま
り支援を通して看護観の変化や広がりが得られ，ケアリ
ングをする人としての可能性の広がりを実感できるとこ
ろにある．
長期入院の精神障害者の退院支援の魅力は，（１）患者
との相互作用のなかでの自己洞察と自らの人間的成長，
（２）看護師と患者の関係の発展過程から得られる患者
の本質的な理解，（３）看護師が主体性を持って患者と関
わることができることである．
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Fascination of positive programmed discharge support and psychiatric nursing
for long-term inpatient with mental disorders
Michiko Kimura１）, Toshihiro Sugiyama２）, Hiroko Kunikata３）, Mika Kataoka４）, and Tetsuya Tanioka４）
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Abstract The purpose of this literature study is to clarify the fascination of positive programmed dis-
charge support（PPDS）and psychiatric nursing for long-term inpatient with mental disorders. Long-term
psychiatric hospitalization remains as a major problem in Japan. PPDS is performed to such inpatient with
social hospitalization. Despite nurses’ efforts with the best intentions, some nurse feel powerless to work
because patient cannot discharge from a hospital by reason that living environment after patient leaves hos-
pital was not ready. Therefore, it is important to clarify nurses’ fascination for PPDS and their achieve-
ment motive to work to solve prolonged hospitalization. The result of literature review, it was suggested
that fascination of psychiatric nursing have the following features :（１）nurse’s self-insight and personal
growth in the interaction between patient and nurse,（２）intrinsically understanding of patient obtain from
developmental process in the interaction between patient and nurse, and（３）psychiatric nurse is able to in-
tervene to the patient independently.
Key words : psychiatric nursing, long-term hospitalization, fascination of psychiatric nursing, patients with
mental disorders, positive programmed discharge support
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